
N
E
T
T
I
.
 
に
於

け
る
相

佐

藤

良

純

N
ET
TIP
A
K
A
RA
N
A
(指
導
論
)
に
説
か
れ
る
十
六
の
範
躊
h
a
r
a
 の

第
五
番
目
に
あ
げ
ら
れ
る
相
の
範
疇
 
l
a
k
k
h
a
n
a
-
h
a
r
a
 
の

相
に
つ
い

て
考
察
し
て
み
た
い
。
相
と
翻
課
さ
れ
る
パ
ー
り
語
は
、
他
に
、
n
i
-

m
i
t
t
a
 

(相
)
、
a
k
a
r
a
 

(行
相
)
、
k
i
n
a
g
(性
、
特
相
)
等

が
あ
り
、

こ

の
内
 
n
i
m
i
t
t
a
 
が
 
k
a
k
k
h
a
n
a
 

に
近
い
意
味
を
も
つ
が

こ
れ
は

一早

k
k
h
o
m
a
 に
較
べ
て
よ
り
圭
骸
的
な
、
第

一
義
的
な
性
格
を
指
す
場
合

に
用
い
ら
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

la
k
k
h
a
n
a
 

は

(
p
a
l
i
)
 
t
o
 
o
b
s
e
r
v
e
 

(観
察
す
る
)
、
t
o

p
o
rc
i
e
v
e
 

(認
知
す
る
)
の
中
性
名
詞
形
で
、
一
般
的
に
は
、
し
る
し
、
記

號
、
性
格
、
特
質
、
定
義
、
名
稻
等
の
意
味
を
持

つ
て
い
る
。
パ
ー
リ

の
 
h
a
t
u
p
a
t
h
a
 
に
は
 
p
o
r
c
i
e
v
e
 
l
a
k
k
h
a
n
e
 
d
a
s
s
a
n
e
 
c
a

5
3
6
)
叉
、
p
o
r
c
i
e
v
e
-
a
n
k
e
s
u
 
(
p
o
r
c
i
e
v
e
 
7
4
8
)
 

と
あ

り
、

S
a

d
d
a
n
i
t
i
 
l
a
k
k
h
a
 
d
a
s
s
a
n
 
a
m
k
e
s
u
.
p
o
r
c
i
e
v
e

a
m
k
o
 
p
o
r
c
i
e
v
e
 
(
s
d
 
p
o
r
c
i
e
v
e
 
1
3
1
3
 
p
.
 
5
2
2
)

と
あ
つ
て
、

見
る
こ
と
、
見
、
記
號
又
は
標
識
、
し
る
し
又
は
記
號
の
意
で
あ
る
こ

と
を
示
し
、
p
o
r
c
i
e
v
e
n
a
a
(

識
別
す
る
こ
と
)
、
p
o
r
c
i
e
v
e(遜

別
す
る
こ
と
)
、
p
o
r
c
i
e
v
e
a
h
a
n
n
a
 

(差
違
を
示
す
こ
と
)
、
な
ど
が
同

義
語
、
復
合
語
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
p
o
r
c
i
e
v
e
 
p
a
t
i
k
i
k
d
d

に
は
 
p
o
r
c
i
e
v
e
 
a
a
o
r
c
i
e
v
e
(
s
o
m
a
m
s
k
i
e
d

19
6
0
 
p
.
 
2
1
2
 
p
o
r
c
i
e
v
e
)

と
し
て
、
自
性
、

記
號
を

も
つ
て
k
a
k
k
-

h
o
n
a
 の義
と
し
て
い
る
。

パ
ー
リ
文
鰍
に
現
わ
れ
る
 
p
o
r
c
i
e
v
e
 

は
、

い
つ
れ
の
場
合
に
も

特
相
、
特
徴
、
性
質
と
云
う
根
本
的
な
意
味
に
攣
化
は
な
い
が
、

一
般

的
に
特
徴
の
意
に
用

い
ら
れ
る
場
合
、
佛
の
三
十
二
相
と
し
て
偉
人
の

特
相
を
現
わ
す
場
合
、

パ
ー
リ
の
諸
註
繹
書
に
見
ら
れ
る
事
が
ら
の
定

義
方
法
の

一
と
し
て
用

い
ら
れ
る
場
合
、
前
述

の
 
n
e
t
t
i
 

の
十
六

の

h
a
r
a
 
の

一
と
し
て
用

い
ら
れ
る
場
合
な
ど
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
、

本
題
に
直
接
關
連
の
あ
る
も
の
と
し
て
、
パ
ー
リ
註
繹
書
に
現
わ
れ
る

事
が
ら
の
定
義
の
方
法
の

一
つ
と
し
て
の
相
を
と
り
あ
げ
て
み
る
。

 
周
知

の
如
く
p
o
r
c
i
e
v
e
 

を
始
め
、

パ
ー
リ
の
諸
註
繹
書
、

漢
繹
で
は
解
脱
道
論
、
四
諦
論
等
に
、
事
が
ら
を
定
義
す
る
に
相

k
k
h
a
n
 
味
 
p
o
r
c
i
e
 

起
 
p
o
r
c
i
e
v
e
 
足
麗
 
p
o
r
c
i
e
v
e

N
E
TT
I
 に

於

け

る
相

(
佐

藤
)
 

二
〇

五

-659-



N
E
TT
I
 に
於
け

る
相

(
佐

藤
)

 

二
〇

六

の
四
を
も
つ
て
す
る

一
定
の
形
式
が
見
ら
れ
る
。

こ
の
う
ち
の
味
に
つ

い
て
は
 
V
i
s
u
d
d
h
i
m
a
g
g
a
 
の

冒
頭
に
特
に
注
意
さ
れ
て
い
る
如
く
、

感
畳
的
な
味
で
は
な
く
し
て
、
も
の
の
作
用
 
k
i
c
c
a
 
成
就
s
a
m
p
a
-

tti
 を
意
味
す
る
特
別
な
用
法
で
あ

る
。
(
v
i
s
m
 
H
O
S
.
p
.
A
t
t
h
a
-

sa
l
i
n
i
 
p
.
 
6
3
)
 
m
i
l
i
n
d
a
p
a
n
h
a
 

に
現
わ
れ
る
 
r
a
s
a
 

も
内
容

(M
i
l
.
p
.
 
1
4
8
)
、
本

質

(
M
i
l
 
p
.
 
3
4
0
)

を
意
味
す
る
同
様

の
用
法

で

あ
る
。
次
に
起

(現
起
)
は
、
起
の
行
相
 
u
p
a
t
t
h
a
n
a
k
a
r
a
 

又
は
、

結
果
 
p
h
a
l
a
 
と
説
明
さ
れ

(
A
t
t
h
a
s
a
l
i
n
i
 
p
.
6
3
)
v
i
s
u
d
d
h
i
m
a
-

g
g
a
 で
は
、
「戒
は
身
の
浮
、
語
の
浮
、
意
の
浄
と
か
く
の
如
く
読
か

れ
た
浄
を
現
起
と
す
る
。
浄
い
状
態
に
よ
つ
て
現
起
し
、
把
握
さ
れ
る

状
態
に
到
る
」と
説
明
さ
れ
、
事
が
ら
の
現
在
の
歌
態
を
云
う
意
に
用
い

ら
れ
る
。
最
後
の
足
庭
は
、
近
き
原
因
 
a
s
a
k
a
r
a
n
 
(
v
i
s
m
.
 
H
O
S

p
.8
.
 
a
t
t
h
a
s
a
l
i
n
i
 

p
.
 
6
3
)

と
説
明
さ
れ
、
a
t
t
h
a
s
a
l
i
n
i
に
は
、

「噺
と
塊
の
あ
る
時
戒
は
生
じ
、
存
績
し
、
こ
れ
な
き
と
き
戒
は
生
ぜ

ず
、
存

績
せ
ぬ
」
(
a
t
t
h
a
s
 
H
O
S
 
P
.
 
8
)

と
読
か
れ
て
い
る
。

所
で
相
に
つ
い
て
は
 
a
t
t
h
a
 
s
a
l
i
n
i
 
d
h
a
m
m
a
-

n
a
m
 S
a
b
h
a
v
o
 
v
a
 
s
a
 
m
a
n
n
a
m
 
v
a
 
l
a
k
k
h
a
n
a
m
 
n
a
m
a
 

各

々

の
諸
法

の
自
性
又
は
、
普
遍
な
る
も
の
を
相
と
名
づ
け
る
。
」
(
A
t
t
h
a
.

p
.
6
3と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
a
t
t
h
a
s
a
l
i
n
i
 

の
冒
頭
に
戒

の
相

を
説
き
、
「
青
黄
等

の
種
類
に
よ
つ
て
分
割
さ
れ
て
も
色
腱
の
相
は
見
ら

れ
る
こ
と
、
で
あ
る
様
に
、
戒
は
思
等
の
種
類
に
よ
つ
て
分
割
さ
れ
て

も
、
身
業
等
の
正
持
に
よ
り
、
善
法
の
住
立
忙
よ
り
、
説
示
さ
れ
た
戒

行
は

(戒
の
)
相
で
あ
る
。
思
等
に
よ
り
分
割

さ
れ
て
も
、
正
持
住
立

の
状
態
を
越
え
ぬ
故
に
。
」(
a
t
t
h
a
s
a
l
i
n
i
と
し
て
、
以
下
同
論

の
随
所
に
諸
法
を
定
義
す
る
も
の
と
し
て
用

い
ら
れ
て
い
る
。
詳
し
い

例
は
省
略
す
る
が
、
例
え
ば
、
眼
の
相
は
、
鷹
に
色
に
接
鰯
す
べ
き
種

浮

(眼
根
)
(
v
i
s
m
.
H
O
S
.
p
.
 
4
4
4

南
傳
6
4
 
p
.
 
1
5
)
、

色
の
相
は
、
眼

を
刺
戟
す
る
、
な
ど
で
あ
る
。

こ
こ
で
相
は
、
個

々
の
事
が
ら
に
つ
い

て
、
且
燈
的
な
も
の
に
つ
い
て
は
そ
の
表
象
、

抽
象
的
な
も
の
に
つ
い

て
は
性
質
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
他
の
事
が
ら
と
は
つ
き
り
匠
別
さ
れ
う

る
明
ら
か
な
自
性
、
普
遍
性
を
示
す
方
向
に
用

い
ら
れ
て
い
る
。

 
さ
て
、
a
t
t
h
a
s
a
l
i
n
i
 

に
於
て
相
は
次

の
如
く
説
明
さ
れ
る
。

「同

一
(性
質
)
の
諸
法
の
い
つ
れ
か

一
つ
の
法
が
説
か
れ
た
時
、
他
の

す
べ
て
は
読
か
れ
た
こ
れ
が
相
の
 
h
a
r
a
 

と
名
づ
け
ら
れ
る
」
。
v
u
t
t
a
-

m
h
i
 
a
t
t
h
a
s
a
l
i
n
i
 
y
e
 
a
t
t
h
a
s
a
l
i
n
i
 
e
t
t
h
a
s
a
l
i
n
i

b
h
a
v
a
n
t
i
 
s
a
b
b
e
 
s
o
 
h
a
r
o
 
l
a
k
k
h
a
n
o
 
n
a
m
a
(
N
e
t
t
i
.
p
.
 
3
0
)

印
ち
同

一
相
の
諸
法
は
、

こ
れ
ら
諸
法
の
う
ち
の

一
つ
の
法
が
説
明
さ

れ
る
時
、
他
の
諸
法
は
説
明
さ
れ
る
。
n
e
t
t
t
i
 

に
は
、以
下
例
を
あ
げ
て

理
由
を
述
べ
て
い
る
。
第

一
の
例
、
「眼
a
t
t
h
a
s
a
l
i
n
i
 
は

不
安
定
で
あ
り
、

不
確
定
で
あ
り
、
少
で
あ
り
、
壊
で
あ
り
、
そ
の
他
に
苦
で
あ
り
、
破

滅
で
あ
り
、
動
く
も
の
で
あ
り
、
燃
え
た
石
炭

k
u
k
k
u
l
a
 
で

あ
り
、

行
 
s
a
m
k
h
a
r
a
 

で
あ

り
、
殺

人
者
s
a
m
k
h
a
r
a
 

で
あ

り
、
敵

の
中

am
i
t
t
a
m
a
k
j
j
h
a
 

で
あ
る
。

こ
こ
に

(眼
の
種
々
の
特
質
を
述
べ
た

が
)
、
眼
が
説
か
れ
た
の
で
他
の

(六
)
内
庭
も
説
明
さ
れ
る
。
何
と
な
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れ
ば
、

一
切
の
六
内
虜
は
、
殺
人
者
 
v
a
d
h
a
k
 
な
る
同

一
の
相
を
も

つ
故
に
」
。
第
二
の
例
、
「
ラ
ー
ダ
よ
、
過
去
の
色
を
願
望
す
る
勿
れ
、

未
來
の
色
に
歓
喜
す
る
勿
れ
、
現
在
の
色
を
離
れ
、
貧
を
離
れ
、
滅
あ

り
、
捨
あ
り
、
放
棄
を
實
践
せ
よ
。

こ
の
色
緬

の
説
明

の
な
さ
れ
る

時
、
他
の

(
四
)
纏
の
説
明
も
な
さ
れ
る
。
何
故
に
。
五
慈
の
」
切
は
、

ヤ
マ
カ
経
に
殺
人
者
 
v
a
d
h
a
k
 
な
る
同

一
相
を
も
つ
と
、説
か
れ
る
が

故
に

(
二
例
共
に
N
e
t
t
i
.
 
p
.
3
0

以
上
の
例
に
明
ら
か
な
如
く
、
六
内
塵
及
び
五
纏
は
、
各
々
殺
人
者

と
云
う
同

一
の
特
徴
を
定
義
特
相
の
内
容
に
も
つ
故
に
、
そ
れ
ら
の
う

ち
の
い
つ
れ
か
が
説
明
さ
れ
れ
ば
他
は
説
明

さ
れ
た
と
な
す

の
で
あ

る
。
五
薙

を
殺
人
者
と
喩
え
る
の
は
、
相
鷹
部
、
纏
相
慮
、
長
老
品
、

ヤ
マ
カ
(
S
N
.
I
I
I
.
P
.
1
1
4
)
、
同
、

六
塵
相
鷹
、
毒
蛇
品
第

一
、
毒
蛇
、

(S
N
.
I
V
.
p
.
2
7
4
)
に

見
ら
れ
、
v
i
s
u
d
d
h
i
m
a
g
a
 

第
十
四
品
、
纏

の
解
繹
に
、
上
述
の
ヤ
マ
カ
経
を
引

き
、
(
v
i
s
m
.
H
O
S
.
 
P
.
4
0
6
)
同

第
二
十
品
、
道
非
道
智
見
清
浄

の
解
繹

(
v
i
s
m
.
H
O
S
.
 
P
.
4
0
6
)
同

第

二
十

一
品
行
道
智
見
清
浮

の
解
繹
(
v
i
s
m
.
H
O
S
.
 
P
.
4
0
6
)
同

品

(V
i
s
m
.
H
O
S
.
 
P
.
4
0
6
)
な

ど
に
も
同
様
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
D
h
a
-

m
m
a
p
a
l
a
 

の
n
e
t
t
iの
註
は
、

こ
の
部
分
に
つ
い
て
簡
軍
に
、
「
殺

人
者
の
故

に
同

一
の
相
で
あ
る
と
云
う
の
は
、
不
安
定
の
状
態
等
a
n
a
-

v
o
t
t
h
i
t
a
b
h
a
v
a
d
i
 
と

云
う
同

一
の
相
と
見
ら
る
べ
き
で
あ
る
」
。(
n
e
-

tti
.
 
B
u
r
m
e
s
e
 
e
d
 
と
解
繹
し
て
い
る
。

N
o
t
t
i
.
 
に

は
第
三
の
例
と
し
て
四
念
虜
が
と
り
あ
げ
ら
れ
、
d
h
a
-

m
m
a
p
a
d
a
 
第
三
、
M
a
j
j
h
i
m
a
 
N
i
k
a
y
a
(
M
.
N
.
I
I
I
 
8
3
)

を
引
用
し
て
、
「
身
念
腱
に
佳
す
れ
ば
、
他
の
す

べ
て
が
圓
満
さ
れ
る
、

理
由
は
、
四
念
庭
の
す
べ
て
は
、
精
進
、
慧
、

信
、
定
の
四
根
を
、
同

一
の
相

(共
通
の
相
)
と
す
る
が
故
に
、

と
し
、
績

い
て
、
三
十
七
菩
提

分
法
を
例
と
し
て
、

こ
れ
ら
は
、
共
に
菩
提
に
導
く
が
故
に
同

一
の
相

を
も
つ
、

と
述
べ
る
。
更
に
、

一
二
の
例
を
示
し
た
後
、
四
諦
十

二

縁
起
と
、
不
善
、
苦
の
滅
の
關
係
を
示
す
文
章
が
あ
り
、
最
後
に
、
「が

く
の
如
く
、
作
用
 
k
i
c
c
a
、
に

於
て
も
、
相
 
l
a
k
k
h
a
、
に於
て
も
、

普
遍
性
 
S
a
m
a
b
n
a
、
に

於
て
も
、
生
死
輪
廻
 
c
u
t
u
p
a
t
a
 
に

於
て

も
、
同

一
共
通

の
相
を
も
つ
法
の

一
が
読
か
れ
る
な
ら
ば
他
の
諸
法
も

又
読
か
れ
る
。
」
と
結
ん
で
い
る
。
(
N
e
t
t
i
.
p
.
3
2
)
最

後
の
部
分

に
關

し
て
、
U
h
a
m
m
a
p
a
l
a
は
、

「作
用
 
k
i
c
c
a
 
と

は
、
地
p
a
t
h
a
v
i
 

は
、

保
持
す
る
 
p
a
t
h
a
v
i
 燭
 
p
a
t
h
a
v
i
 

は
接
燭
を
與
え
る
こ
と
s
a
n
-

g
h
t
t
a
n
a
 
な

ど
を
云
い
、
相
g
h
t
t
a
n
a
 

と
は
、
堅

い
、
燭
れ
る

k
a
-

k
k
h
a
t
h
a
p
h
u
s
a
n
a
 
こ

と
、
な
ど
と
云
う
自
性
 
Sa
b
h
a
v
a
 

を
云
い
、

普
遍
性
 
S
a
b
h
a
v
a
 

は
、
色
の
壊
S
a
b
h
a
v
a
 
名
を
名

づ
け
る
n
a
-

m
an
a
 こ
と
な
ど
、
生
死
輪
廻
 
S
a
b
h
a
v
a
 
と
は
、
(色
、
無
色
の
)

固
時
滅
、
同
時
生
で
あ
る
、
と
註
繹
し
て
い
る
。
(
n
e
t
t
i
.
p
.
b
u
r
m
e
s
e

o
d
.
 p
.
 
9
8

以
上
、
N
e
t
t
o
 
に
読
か
れ
る
相
に
つ
い
、て
概
観
し
た
が
、

こ
こ
に
述

べ
ら
れ
て
い
る
範
團
内
で
は
、

こ
の
相
の
説
明

は
、
前
出
の
、
相
、
味
、

現
起
、
足
庭
に
よ
つ
て
事
が
ら
を
定
義
す
る
場
合
の
相
が
、
個
々
の
事

N
E
T
T
I
 に
於

け

る
相

(
佐

藤

)

 
二
〇

七
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Z
E
T
T
I
.
 に

於

け

る
相

(
佐

藤

)

 

二

〇

八

が
ら
の
特

殊
な
性
格
を
他
か
ら
明
瞭
に
遜
別
す
る
方
向
に
用
い
ら
れ
て

い
る
の
と
や
や
異
な
つ
て
、
同

一
共
通
の
相
、

即
ち
特
長
e
k
a
l
a
k
k
-

h
a
n
a
 
を
も
つ
も
の
に
重
鮎
が
お
か
れ
て
い
る
。
三
十
七
菩
提
分
法
は

人
々
を
さ
と
り
に
導
く
と
云
う
読
明
も
菩
提
分
法

一
々
の
名
目
の
特
相

は
さ
て
お
き
、
菩
提
と
云
う
黙
で
人
々
を
導
く
共
通
の
特
相
を
も
つ
こ

と
、
を
強
調
す
る
方
向
に
あ
る
。
五
纏
等
が
殺
人
者
の
故
に
同

一
の
相

を
も
つ
、
と
云
う
比
喩
を
通
じ
て
纏
を
同

一
相
の
も
の
と
す
る
解
繹
も

特
異
で
あ

る
。
又
、
内
容
か
ら
剣
断
し
て
、
同

一
の
事
が
ら
が
、
異
な

つ
た
共
通
相
の
も
と
に
、
二
つ
以
上
の
群
に
属
す
る
こ
と
も
大
幅
に
可

能
で
あ
る
。
章
の
最
後
に
、
作
用
、
相
、
普
遍
性
、

生
死
輪
廻
等
の
観

貼
よ
り
、
同

一
の
特
長
を
も
つ
も
の
を

一
つ
の
グ

ル
ー
プ
と
し
て
説
明

出
來
る
、

と
云
う
の
も
、
共
通
の
相
を
中
心
に
、
相
を
廣
い

一
般
的
な

性̀
格
の
意
味
に
解
し
て
い
る
所
か
ら
來
る
様
に
思
わ
れ
る
。

-662-


